
関東大震災とYMCA

2023年1月22日（日）
防災とボランティアのつどい
主催：内閣府

YMCA資料室・YMCA史学会理事長 齊藤 實氏



震災前史 － 全ては備えられていた

出典
1880年 5月4日 東京YMCA　設立
1882年 6月4日 大阪YMCA　設立
1884年 10月18日 横浜YMCA　設立
1885年 6月 明治大洪水（大阪　淀川）　大阪YMCA救済活動
1886年 5月8日 神戸YMCA　設立
1891年 ① 東京YMCA　日本初の人事相談（職業紹介）開始

10月 濃尾地震　神戸YMCA救済活動
1910年 8月 ① 関東地方　大水害

テントを張り、食料品を給与し、慰問隊を組織して慰問に努めた
物品　60440點　／　米　99石　（雑誌「開拓者」）

1915年 賀川豊彦氏　『貧民心理之研究』出版
1917年 3月30日 ⑦ 東大YMCA　無料診療所開設を決定　→　（社福）賛育会へ

10月 ① 体育館新築・講堂改修　竣工　　北米Y　9万円／寄附　53,000円
1918年 ① 東大YMCA　簡易法律相談所

12月 ① 東大YMCA　家庭購買組合
1919年 興望館　活動開始

12月7日 ⑦ 江東支部（亀戸）　　（3年で閉鎖）
工場の青年への英語教育、講演、社交、工業青年の向上を図る

1920年 10月 賀川豊彦氏　自伝的小説『死線を越えて』を出版、100万部超
1921年 ② 賀川豊彦氏　神戸購買組合と灘購買組合の創設
1922年 8月1日 ① 日光中禅寺湖畔で組織キャンプを実施（9泊10日）
1923年 夏 山中湖キャンプ

日時 できごと



前史エピソード：明治大洪水

「YMCA史学会 会報No.81」
齊藤 実（YMCA史学会理事長）



震災直後 概要 － 日常がつながっていく
出典

1923年 9月1日 11:58 ① 関東大震災
「職員一同は体育館内に罹災民を収容し救護に努めた」（日本YMCA史）

18:00 猛火に包まれ、避難民と共に宮城前の広場に逃れ、飲料水、供給食料品の配給をなす。
9月2日 朝 ① 会館焼跡に20名の職員会をひらき今後の方針につき協議した

①区内の屍体取片づけ　②飲料水の提供　③牛乳の配給（近県から購入）
9月3日 ① 須田町その他にテント張りの救護所を設けて組織的な救護活動にあたった

救護事業本部（東京YMCA焼跡）委員長長尾半平
9月2日出港 ① 神戸市基督教連盟　臨時座長として賀川豊彦氏　東京へ（山城丸　9月5日着）
9月3日出港 神戸市基督教連盟　第2便　慰問品の運搬　（備後丸）
9月5日 ① 総務部、天幕部、配給品部、宗教部、収容部、避難民輸送部、教育部　参加者　320名以上
9月8日 ⑤ 大阪Y総主事佐嶋啓助等救援隊　到着

電気　復旧
① ３階柔道室に職員合宿室を仮設（10月末まで）
⑤ 市電　復旧
① 〇配給品部　主に関西方面から物資金品を募集して罹災民に配給
① 〇輸送部　通信省や郵船会社の許可と後援の下に、芝浦から海上輸送
① 〇収容部　焼残りのビルや天幕など1,250名収容

9月14日 ⑤ 基督教震災救護団　結成　（日曜学校協会・婦人矯風会・東京教役者会等）東京Y　体育館
9月26日 ⑤ 震災後初の理事会で、今後の展開について協議
10月16日 ⑤ 市営バス運転手養成のため、目黒に自動車教習所をひらき200名の運転手を臨時養成
10月19日 ④ 本所基督教産業青年会　天幕で活動開始

② 賀川豊彦氏　松倉町で活動開始

11月5日 ⑤ 日本YMCA同盟　復興部設立（東京YMCAの事業も移行）
11月10日 ④ 本所基督教産業青年会（本所産業YMCA）　バラックで活動開始

宗教部、教育部、調査部、社会事業部、無料診療所・児童健康相談所、牛乳配給所、
児童栄養食給与、体育部、低利事業資金貸金、組合事業部

日時 できごと



関東大震災 当日（東京）

「日本YMCA史」



関東大震災 翌日（神戸）



震災救援部



天幕救護所

（場所）
 本所被服廠跡付近

（延焼が激しかった地域）
（活動内容）
 天幕休憩所
 救護
 諸相談
 椅子を設けて疲弊したる避難民の
休憩所

 茶湯の提供
 郵便はがき・切手等用意
 → 郵便局に持参
 尋ね人案内、立退所調査

（場所）
 神田美土代町／神田須田町／

神田猿楽町
 本所亀澤町／本所錦糸堀／

本所松倉町
 上野公園／岩崎公園
 日比谷公園／芝離宮外／芝浦
 神宮外苑
 日暮里
（活動内容）
 天幕を張る
 飲料水の供給
 人事相談
 死傷者の応急保護（市依頼）



天幕救護所

死者分布と９月1日17
時の延焼範囲

ピンク色の範囲が最終的
な焼失地域、
灰色の部分は、1日17時ま
での延焼範囲

出典：中村清二「大地震
による東京火災調査報
告」、竹内六蔵「大正12
年９月大震火災による死
傷者調査報告」：『震災
予防調査会報告』第100号
（戊）、震災予防調査会、
1925年に基づき作成

天幕救護所



食料品衣類等の配給

 時期
9月3日から

 内容
生乳・練乳を配給

玄米（５合／１人１日）
後に、各救護所1日あたり
生乳 １石６斗（約250㎏）

練乳４８０缶

衣類（特に幼老者）
蒲団



罹災民収容所①

 拠点：東京YMCA体育館

•（神田美土代町）

•※東京YMCA体育館を応急修理して使用



罹災民収容所②

 拠点：天幕救護所
（本所松倉町）

⇩

本所産業基督教青年会



児童収容所

 時期 9月3日から
 内容 生乳・練乳を配給

玄米（５合／１人１日）

後に、各救護所1日あたり
生乳 １石６斗
練乳 ４８０缶

衣類（特に幼老者）
蒲団



慰問事業 等

 船内慰問
芝浦～静岡 船内
東京から地方へ避難者多数
東海道線 沼津までは不通

(背景) 戦地慰問事業

 巡回慰問
バラックを職員3人1組で巡回
10月中は講談師が同行

 日用必要品の提供

 死傷者迷児等の捜索調査
行方不明者の調査・捜査を行い、
回答。
調査依頼 約1万件 約1割は生存確認

 職業紹介
10月31日までに
求人者 2,637人
求職者 2,544名

（背景）
1891年から法人の事業として実施



露天伝道説教日曜学校

 場所
上野公園／日比谷公園／

青山テント
職員・学生部有志が伝道隊を組織して

夜間伝道説教実施

主に日曜学校協会が担ったか？

◇青山テント◇

 慰問音楽会・演芸会、お伽會、講談会
 小児の会もあり
 商家の子弟・学生向けの英語の授業
 日曜学校（平均出席21名）
 夜間祈祷会（平均出席30名）
 講演会（平均出席250名）

◇日比谷テント◇
「小供の家」附近バラック在住者の中小
児の遊び場所 小国民の楽園



学生の罹災者調査

 日時 1923年10月30日
 学校数 大学・専門学校

23校
 学生数 57,500人

＊多くの学生は休暇中
 罹災学生総数 9,042人
（内訳）自宅焼失 2,145人

下宿焼失 4,221人
倒潰 66人
死者 57人
傷者 52人
要学資補給 1,111人

（背景）
1897年1月19日
全国学生基督教青年会同盟

（学生YMCA）成立
加盟青年会数 32

1915年 (日本)56 （朝鮮）10
1918年 大学令 制定（文科省）
1919年4月2日～5日

全国基督教青年会大会
東大YMCAにて
「青年奉仕運動」の展開
名誉主事マール・ディビスの貢献



青年会学生寄宿舎損害

 麻布寄宿舎 焼失
 帝大青年会寄宿舎 大破損
 中野寄宿舎 破損
 早稲田大学信愛学舎 破損

 破損施設は応急修理をし
罹災学生収容

 教科書・参考書配布
約6,000冊

 文房具配布 若干

1912年東大YMCA会員



精神作興事業

 精神作興に対するポスター作製
30,000枚を東京・横浜の

震災地に配布

 全国に講師（2人）派遣
 全国50都市
 講演回数 約100回
 参加者 延200,000人

 東京・横浜 講演
 10月1日～ 3ヶ月
 1日1回～2回 開催
 参加者 不詳

市民大学

賀川豊彦講演会



全体のまとめ

支援事業 開始 閉鎖または見込

テント救護慰問事業 9月2日 10月31日 約450,000人

避難民輸送船内慰問 9月9日 9月末日 約5,000人

児童収容所 9月2日 9月末日 80人 日曜学校協会児童保護所に引き継ぐ

罹災民収容所 9月20日 翌3月末日 370人

食料品衣類配給 9月2日 12月末日

巡回慰問 9月9日 10月末日

職業紹介 9月9日 10月末日 求人数2,637人、求職数2,544人　 東京YMCA職業紹介所に引き継ぐ

死傷者迷児調査 9月2日 10月末日 約10,000人

少年慰問指導 9月11日 永久的事業の見込 約25,000人（2月末）

学生及び商工青年救護事業 9月11日 永久的事業の見込

精神作興事業 9月11日 永久的事業の見込 約200,000人

実績

生乳816斗、練乳24,000瓶、衣類32,825点、蒲団1494枚　等

閉鎖までの経費 ¥114,032.89 寄付金 ¥65,105.89

救護継続事業費 ¥301,439.00 所要資金 ¥350,366.00
経費 収入



自動車教習所（1923年10月16日～）

市営バス運転手養成のため、目黒に自動車教習所をひらき200名の運転手
を臨時養成

(背景)

元理事長 長尾半平
（元内務省鉄道員技師）

内務省経由でセールフレ
ーザー社経由でフォード
の車500台を購入。しか
し運転士がいなかった。
円太郎バスとして運用。

※円太郎バス
大正13年1月18日から巣鴨～東京駅間と中渋谷～東京駅間で運行を開始。当局の前身である東京市電気局が乗合自動車事
業を開始するきっかけとなった車両であるとともに、関東大震災後の東京の復興を支えた車両。11人乗りワンマンカー。
明治の落語家の橘家圓太郎が当時走っていた乗合馬車の物まねをしたことで、東京の乗合馬車に「円太郎馬車」という呼
び名が付くようになった。その馬車に似ていたことから「円太郎（自動車）」と呼ばれた。（東京都HPより）



募金エピソード

中

略



新会館の建設

1925年5月3日
YMCA会館再建委員として北米Yから派遣

ポール・ラッシュ

東京YMCA新会館（1929年～1992年）



本所基督教産業青年会①

＜経過＞
〇前身 東京YMCA江東支部

（1919年～21年）
〇発足 1923年10月19日
〇住所 本所区松倉町2丁目62番地

東京婦人矯風会の土地を貸与
〇1923年11月10日 バラック完成
〇1924年2月19日

東京YMCAから独立
〇1928年4月

区画整理に伴い移転し、会館・
附属建物を建設（15,000圓）

〇設立の経緯
 地域一帯は工業団地
 一時離散した労働者が回帰
 居住環境の貧弱さ
 応急救済事業は一段落
 継続した救済が必要
 将来のある青年労働者に「キ
リスト教精神」を伝えること
は重要



本所基督教産業青年会②

〇職員 全20数名
内 賀川豊彦氏関連 12名

東京Y職員 荒川哲次郎氏 他
〇予算（1923年10/19～12月末） 7,669圓

内 賀川豊彦講演献金 約30％

〇事業
宗教部／教育部／調査部／社会事業部／
無料診療所・児童健康相談所／牛乳配給所／
児童栄養食給与／体育部／低利事業資金貸金／
組合事業部／その他（無料宿泊・訪問看護 等）

▼興望館（1919年～）
▼雲柱社 光の国保育学校等
▼本所賀川記念館（1969年～）
▼日本キリスト教団東駒形教会
▼中ノ郷信用組合（1928年～）
▼東京医療生活協同組合
新渡戸記念中野総合病院

（1932年～）



横浜YMCA①



横浜YMCA②



何故YMCAは復興支援を行うのか？

「日本基督教青年会(YMCA)同盟委員会は大正12年9
月関東における大災害に際し各基督教青年会(YMCA)
が率先協力して緊急救護の事業に力を盡（尽）くし
たることは基督教青年会(YMCA)の根本精神本来の使
命とに鑑みて誠に機宜を得たるものと認む。」

（「復興部週報」第壹号 1923年12月10日）



YMCAブランド

ひとりがよくなると 世界はきっとこう変わる。
ひとりが「よくなる」と、どんなコトが起きるだろう。
ひとりが「よくなる」と、

その人と出会った誰かがうれしくなる。
つまり、その人もきっと「よくなる」。
そして「よくなる」の繰り返しは
社会や世界をよりよく変えていく

チカラになると思うのです。

その人と出会った誰かが「よくなる」
そんな出会いとつながりを
YMCAはこれからも大切にしたいと考えています。

「よくなる」の連鎖は
やがて社会や世界を変えていくチカラとなっていく。
そしてきっと平和を形にしていく原動力となっていく。
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